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研
究
論
文
】

泰
山
刻
石
フ
ォ
ン
ト

ー
サ
ン
プ
ル
　
「
米
」
　
「
南
」
　
「
爾
」
　
「
督
」
　
の
制
作
-

水
越
　
優

一
古
典
作
品
を
モ
デ
ル
に
し
た
フ
ォ
ン
ト

本
論
文
の
目
的
は
、
古
典
作
品
を
モ
デ
ル
に
し
た
フ
ォ
ン
ト
の
サ

ン
プ
ル
を
制
作
す
る
こ
と
で
あ
る
。

研
究
の
方
法
と
し
て
、
具
体
的
に
古
典
作
品
を
定
め
、
土
屋
・
戸

塚
　
(
二
〇
〇
七
)
　
(
1
)
　
に
挙
が
っ
て
い
る
、
フ
ォ
ン
ト
を
視
覚
的
に

区
別
す
る
八
つ
の
要
素
を
基
に
、
古
典
作
品
を
分
析
し
、
特
徴
を
明

ら
か
に
し
て
い
く
。
古
典
作
品
は
　
「
泰
山
刻
石
」
　
に
定
め
た
。
決
定

に
至
る
ま
で
の
詳
細
は
後
述
す
る
。
そ
し
て
明
ら
か
と
な
っ
た
特
徴

を
踏
ま
え
て
¥
　
フ
ォ
ン
ト
と
し
て
字
を
再
構
築
す
る
。

八
つ
の
要
素
と
は
、
e
「
骨
格
　
(
ふ
と
こ
ろ
の
大
き
さ
、
線
の
角

度
・
位
置
)
」
、
㊤
「
エ
レ
メ
ン
ト
(
ハ
ラ
イ
・
ハ
ネ
の
先
鵜
の
形
状
、

う
ろ
こ
へ
2
)
　
の
形
状
線
の
抑
揚
、
始
筆
・
終
筆
・
止
め
・
跳
ね
の

形
状
)
」
、
㊤
「
字
面
の
大
き
さ
」
、
㊥
「
ウ
エ
イ
ト
(
線
の
太
さ
)
　
の

差
異
」
、
㊨
「
縦
・
横
面
の
太
さ
の
比
率
」
、
㊨
　
「
錯
視
へ
の
配
慮
」
、

㊤
「
ル
ー
ツ
(
鉛
活
字
、
写
植
文
字
、
タ
イ
プ
活
字
な
ど
)
の
違
い
」
、

⑭
「
書
の
名
残
り
　
(
に
じ
み
、
墨
だ
ま
り
)
　
の
有
無
」
　
で
あ
る
。

し
か
し
、
蒙
書
体
は
縦
横
に
よ
っ
て
画
の
太
さ
が
変
わ
ら
な
い
た

め
、
㊧
「
縦
・
横
画
の
太
さ
の
比
率
」
は
扱
わ
な
い
。
加
え
て
、
「
泰

山
刻
石
」
　
は
字
を
石
に
刻
し
た
も
の
で
あ
り
、
毛
筆
特
有
の
に
じ
み

や
か
す
れ
は
な
い
た
め
、
④
「
書
の
名
残
り
」
は
扱
わ
な
い
。
な
お
、

「
泰
山
刻
石
」
　
に
お
い
て
㊤
「
ル
ー
ツ
」
　
は
刻
石
と
な
る
。
ま
た
、

㊨
「
錯
視
」
　
へ
の
配
慮
と
し
て
、
論
者
は
　
「
泰
山
刻
石
」
一
六
五
字

の
全
蹄
を
行
っ
て
い
る
。

以
上
か
ら
、
本
論
文
で
は
e
「
骨
格
」
、
㊤
「
エ
レ
メ
ン
ト
」
、
㊤

「
字
面
の
大
き
さ
」
、
㊥
「
ウ
エ
イ
ト
」
　
の
四
要
素
に
焦
点
を
当
て
、

「
泰
山
刻
石
」
フ
ォ
ン
ト
を
制
作
す
る
。
た
だ
し
、
本
論
文
で
は
「
骨

格
」
を
結
構
と
し
て
、
「
エ
レ
メ
ン
ト
」
を
起
筆
・
収
筆
と
し
て
、
「
字

面
の
大
き
さ
」
を
外
形
と
し
て
、
「
ウ
エ
イ
ト
」
を
画
の
太
さ
と
し
て

扱
う
。
さ
ら
に
、
土
屋
・
戸
塚
　
(
二
〇
〇
七
)
　
(
3
)
　
の
扱
っ
た
明
朝

漠
体
と
は
異
な
り
、
蒙
書
体
は
字
間
も
重
要
で
あ
る
た
め
、
新
た
に

字
間
の
要
素
を
加
え
る
。

二
　
フ
ォ
ン
ト
制
作
の
条
件

先
述
し
た
よ
う
に
、
本
論
文
で
制
作
す
る
フ
ォ
ン
ト
の
モ
デ
ル
を

「
泰
山
刻
石
」
　
に
定
め
た
。

理
由
は
四
点
あ
る
。
ま
ず
一
点
目
は
、
現
存
す
る
フ
ォ
ン
ト
の
申
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で
も
蒙
書
体
の
フ
ォ
ン
ト
が
少
な
い
こ
と
で
あ
る
。
現
存
す
る
フ
ォ

ン
ト
を
、
フ
ォ
ン
ト
専
門
サ
イ
ト
士
O
 
n
七
n
 
a
 
V
王
　
(
4
)
　
に
て

調
査
し
た
。
f
 
O
 
n
t
 
n
 
a
 
V
王
は
、
フ
ォ
ン
ト
の
数
を
多
く
そ
ろ

え
て
お
り
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
使
用
す
る
よ
う
な
会
社
が
制
作
し
た
フ

ォ
ン
ト
も
取
り
扱
っ
て
い
る
の
で
、
実
用
性
・
信
用
性
が
高
い
た
め

で
あ
る
。
調
査
は
、
実
用

性
・
信
用
性
の
欠
け
る
フ

リ
ー
フ
ォ
ン
ト
を
除
外
し
、

ま
た
、
本
論
文
の
制
作
対

象
で
あ
る
漢
字
に
対
応
し

て
い
る
フ
ォ
ン
ト
に
限
定

した。こ
れ
に
よ
り
楷
書
体
、

行
書
体
、
隷
書
体
が
三
桁

で
あ
る
の
に
対
し
、
草
書

体
と
蒙
書
体
が
少
な
い
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

(
表
1
)
次
に
二
点
目
は
、

一
字
一
字
が
抽
出
し
や
す

い
こ
と
で
あ
る
。
現
存
す

る
フ
ォ
ン
ト
の
数
が
少
な

い
こ
と
は
草
書
体
に
も
当

て
は
ま
る
が
、
蒙
書
体
は

草
書
体
よ
り
一
字
一
字
の
抽
出
が
比
較
的
容
易
で
あ
る
。
続
い
て
三

点
目
は
、
蒙
書
体
の
中
で
も
　
「
泰
山
刻
石
」
　
は
歴
史
的
な
価
値
が
高

い
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
小
繋
の
典
型
で
あ
る
こ
と
、
中
国
で
最
初

の
統
一
文
字
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
四
点
目
は
、

「
泰
山
刻
石
」
　
に
は
宋
代
の
一
六
五
手
本
が
残
っ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
良
質
の
拓
本
で
、
多
く
の
字
を
分
析
で
き
る
た
め
、
よ
り
モ
デ

ル
に
近
い
フ
ォ
ン
ト
を
制
作
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

以
上
、
四
点
の
理
由
か
ら
、
本
論
文
で
は
　
「
泰
山
刻
石
」
　
の
フ
ォ

ン
ト
を
制
作
す
る
。

三
　
「
泰
山
刻
石
」
　
の
摘
要

秦
の
始
皇
帝
が
即
位
し
、
泰
山
に
建
立
し
た
頒
徳
碑
が
　
「
泰
山
刻

石
」
　
で
あ
る
。
丞
相
の
李
斯
の
書
と
さ
れ
、
始
皇
帝
の
政
策
の
一
つ

で
あ
る
「
書
は
文
字
を
同
じ
く
す
」
　
(
5
)
と
い
う
考
え
の
も
と
、
新

し
く
制
定
し
た
字
が
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
字
は
、
石
鼓
文
に
代
表

さ
れ
る
大
家
を
簡
略
化
し
た
も
の
で
、
「
小
繋
」
と
称
さ
れ
る
。

全
体
で
二
二
行
、
一
行
当
た
り
一
〇
字
、
字
数
は
全
部
で
二
二
三

幸
(
6
)
あ
る
。
原
石
の
一
部
が
現
在
に
も
残
っ
て
お
り
、
岱
廟
碑

林
中
の
東
御
座
院
内
の
碑
事
に
模
め
込
ま
れ
、
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
内
に

保
護
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
宋
代
に
採
ら
れ
た
こ
ハ
五
寺
本
と
五
三

字
本
の
拓
本
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
中
村
不
折
の
元
に
渡

っ
た
。
現
在
、
拓
本
は
台
東
区
立
書
道
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。



四
　
「
泰
山
刻
石
」
　
の
字
形

「
泰
山
刻
石
」
　
の
字
形
を
拓
本
か
ら
分
析
し
、
そ
の
特
徴
を
明
ら

か
に
す
る
。
拓
本
は
、
台
東
区
立
書
道
博
物
館
蔵
の
『
李
斯
・
泰
山

刻
石
i
百
六
十
五
字
本
-
(
宋
拓
)
』
を
使
用
す
る
。
拓
本
を
モ
ノ
ク

ロ
で
ス
キ
ャ
ン
　
(
7
)
　
し
、
パ
ソ
コ
ン
で
分
析
す
る
。
解
像
度
は
三

〇
〇
d
 
p
王
に
設
定
し
た
。
原
文
中
に
複
数
あ
る
同
一
字
を
見
分
け

る
た
め
に
、
原
文
を
参
考
に
初
め
か
ら
数
え
て
何
字
目
で
あ
る
か
を

(
漢
数
字
)
　
で
記
す
。
例
え
ば
、
「
皇
」
　
(
七
三
)
　
は
原
文
の
初
め
か

ら
七
三
宇
目
の
　
「
皇
」
　
で
あ
る
。
な
お
、
計
算
の
結
果
が
小
数
第
二

位
以
下
に
続
く
も
の
は
、
小
数
第
二
位
を
四
捨
五
入
し
た
も
の
を
示

す。四

-

一

　

外

形

「
泰
山
刻
石
」
　
の
外
形
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

ど
の
文
字
も
縦
長
で
横
一
に
対
し
て
縦
一
・
五
の
割
合
の

長
方
形
の
中
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
一
対
一
・

五
の
規
格
は
実
に
よ
く
守
ら
れ
て
、
理
知
的
で
整
斉
な
印

象
を
与
え
る
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
ま
す
。

『
書
学
大
系
Ⅱ
*
碑
法
帖
篇
第
一
巻
　
李
斯
小
策
』
　
七
一
頁

泰
山
刻
石
で
は
文
字
の
横
幅
と
縦
の
長
さ
の
割
合
が
、
お

よ
そ
1
対
ロ
に
な
っ
て
い
る
。

『
天
来
書
院
テ
キ
ス
ト
シ
リ
ー
ズ
4
(
中
国
古
代
の
書
4
)
「
泰
山
刻

石
」
　
(
百
納
本
)
』
　
三
五
頁

以
上
の
よ
う
に
、
字
が
一
定
の
長
方
形
に
収
ま
っ
て
い
る
こ
と
は

「
泰
山
刻
石
」
　
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
対
二
　
四
と

一
対
二
　
五
と
で
見
解
が
分
か
れ
る
。
そ
こ
で
、
「
泰
山
刻
石
」
の
外

形
を
縦
と
横
の
比
率
か
ら
明
ら
か
に
す
る
。

ま
ず
、
各
章
を
外
接
矩
形
(
8
)
　
で
ト
リ
ミ
ン
グ
(
9
)
す
る
。
次

に
、
ト
リ
ミ
ン
グ
し
た
画
像
の
縦
横
の
ピ
ク
セ
ル
数
(
1
 
0
)
を
外
形

の
数
値
と
し
、
縦
の
ピ
ク
セ
ル
数
を
横
の
ピ
ク
セ
ル
数
で
割
っ
た
商

を
縦
横
比
と
し
て
算
出
す
る
。

ま
た
、
挿
木
・
武
田
(
二
〇
〇
六
)
　
(
=
)
は
漢
字
の
大
き
さ
の
統

一
感
に
必
要
な
要
素
と
し
て
、
以
下
の
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。

・
　
大
原
則
‥
幅
や
高
さ
が
枠
の
7
0
%
く
ら
い

ー
　
原
則
1
‥
画
数
の
少
な
い
字
(
特
に
9
画
以
下
)
は
、

小
さ
め
。

令
　
留
意
点
‥
画
数
が
少
な
く
て
も
、
「
人
」
　
「
水
」
な
ど

全
体
が
開
い
て
い
る
字
は
除
外
。

-
　
原
則
2
‥
周
り
が
か
こ
ま
れ
て
い
る
字
は
、
少
し
小

さ
め
。



4

令
　
留
意
点
‥
囲
ま
れ
て
い
て
も
、
「
国
」
な
ど
画
数
の
多

い
字
は
除
く
。

こ
れ
は
楷
書
体
に
つ
い
て
の
論
で
あ
り
、
結
構
は
蒙
書
体
と
異
な

る
。
し
か
し
、
画
数
に
関
し
て
は
通
ず
る
と
.
こ
ろ
が
あ
る
と
考
え
る
o

そ
こ
で
、
画
数
の
観
点
も
踏
ま
え
て
「
泰
山
刻
石
」
の
外
形
を
見
る
。

蒙
書
体
に
は
定
め
ら
れ
た
画
数
が
な
い
の
で
、
『
天
来
書
院
テ
キ
ス
ト

シ
リ
ー
ズ
4
(
中
国
古
代
の
書
4
)
「
泰
山
刻
石
」
(
百
納
本
)
』
と
『
書

道
技
法
諦
座
　
(
築
書
)
　
泰
山
・
郵
邪
台
刻
石
』
の
二
冊
か
ら
各
字
の

総
画
数
を
得
る
。
欠
字
を
除
く
一
六
五
年
の
総
画
数
を
平
均
化
す
る

と
、
約
一
〇
両
と
な
る
。
よ
っ
て
、
総
画
数
が
一
画
か
ら
九
画
以
下

の
字
と
一
〇
画
以
上
の
字
と
で
二
分
す
る
。
九
七
字
中
、
総
画
数
が

九
画
以
下
の
字
は
四
七
字
、
二
〇
回
以
上
の
字
は
五
〇
字
で
あ
る
。

以
下
は
、
算
出
結
果
で
あ
る
。
縦
横
そ
れ
ぞ
れ
の
ピ
ク
セ
ル
数
を

平
均
化
す
る
と
、
横
は
五
五
五
.
九
ピ
ク
セ
ル
、
縦
は
八
一
八
.
一

ピ
ク
セ
ル
と
な
る
。
こ
の
二
つ
の
数
値
で
縦
横
比
を
出
す
と
、
横
一

に
対
し
て
縦
一
.
五
と
な
る
。
ま
た
、
各
章
の
縦
横
比
の
小
数
第
二

位
を
四
捨
五
入
し
た
も
の
を
平
均
化
す
る
と
、
横
一
に
対
し
て
縦
一
.

五
と
な
る
。

し
か
し
、
総
画
数
で
分
け
る
と
結
果
は
異
な
る
。
九
画
以
下
の
字

で
同
じ
よ
う
に
し
て
二
つ
の
数
値
を
出
す
と
、
ど
ち
ら
も
横
一
に
対

し
て
純
一
.
四
と
な
る
。
一
〇
画
以
上
の
字
で
は
、
ど
ち
ら
も
横
一

に
対
し
て
縦
二
　
五
と
な
る
。
総
画
数
が
九
画
以
下
の
字
の
数
と
一

○
画
以
上
の
字
の
数
に
大
き
な
差
が
な
い
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
比

率
は
明
ら
か
に
異
な
る
。

こ
の
結
果
か
ら
、
「
泰
山
刻
石
」
の
外
形
は
、
九
回
以
下
の
字
は
横

一
に
対
し
て
縦
二
四
、
一
〇
回
以
上
の
字
は
横
一
に
対
し
て
縦
二

五
と
定
め
る
。

四

i

二

　

面

四

i

二

-

一

　

画

の

太

さ

「
泰
山
刻
石
」
　
に
お
い
て
画
(
1
2
)
　
の
太
さ
が
一
定
し
て
い
る
こ

と
は
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。
文
献
に
も
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

線
の
太
さ
の
平
均
化
は
、
い
ま
ま
で
あ
げ
た
ど
の
字
を
見

て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
太
さ
は
一
定
で
、
一
線
の
中
で
の

抑
揚
、
太
細
が
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

『
書
学
大
系
Ⅱ
*
碑
法
帖
篇
第
一
巻
　
李
斯
小
袋
』
　
六
九
頁

起
筆
か
ら
収
筆
ま
で
、
同
一
の
太
さ
で
水
平
に
書
か
れ
て

い
ま
す
。

『
書
学
大
系
Ⅱ
*
碑
法
帖
篇
第
一
巻
　
李
斯
小
袋
』
　
七
〇
頁

大
字
と
し
て
の
結
構
用
筆
、
共
に
間
然
す
る
と
こ
ろ
が
な

く
、
丁
寧
で
細
太
の
変
化
の
な
い
線
は
美
し
い
が
、
ま
た



図1　起筆・収笹の丸み

何
と
も
無
表
情
な
趣
を
呈
し
て
い
る
。

『
中
国
法
畜
ガ
イ
ド
　
2
　
石
鼓
文
/
泰
山
刻
石
　
周
・
秦
』
　
一五
頁

以
上
を
踏
ま
え
、
「
泰
山
刻
石
」
に
お
け
る
画
の
太
さ
を
算
出
す
る
。

画
の
太
さ
を
、
各
字
の
各
一
画
の
任
意
の
箇
所
を
外
接
矩
形
で
ト
リ

ミ
ン
グ
し
た
画
像
の
幅
あ
る
い
は
高
さ
の
ピ
ク
セ
ル
数
と
す
る
。

各
字
の
画
の
太
さ
を
平
均
し
、
そ
の
小
数
第
二
位
を
四
捨
五
入
し

た
上
で
、
各
字
の
外
形
の
横
の
ピ
ク
セ
ル
数
を
割
る
。
そ
れ
ら
の
商

を
平
均
化
す
る
と
、
二
二
.
二
と
な
る
。
さ
ら
に
は
、
各
字
の
画
の

太
さ
の
平
均
を
四
捨
五
入
し
た
も
の
で
、
外
形
の
横
の
ピ
ク
セ
ル
数

の
平
均
値
を
割
る
。
そ
れ
ら
の
商
を
平
均
化
す
る
と
、
一
三
.
二
と

なる。こ
の
二
つ
の
結
果
か
ら
、
画
の
太
さ
一
に
対
し
て
外
形
の
横
は
約

一
三
.
二
と
な
る
こ
と
が
分
か
る
。

四
・
二
二
一
起
筆
・
収
筆
の
丸
み

「
泰
山
刻
石
」
　
を
臨
書
す
る
際
の
注
意
点
と
し
て

線
の
端
に
丸
味
を
持
た
せ
る
こ
と

『
中
国
法
書
ガ
イ
ド
　
2
　
石
鼓
文
/
泰
山
刻
石
　
周
・
秦
』
三
〇
頁

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
泰
山
刻
石
」
で
は
収
等
・
起
筆
の
丸
み
が
特

徴
の
一
つ
で
あ
る
と
分
か
る
。
そ
こ
で
、
「
泰
山
刻
石
」
の
起
筆
と
収

等
の
丸
み
の
度
合
い
を
明
ら
か
に
す
る
。

ま
ず
、
各
画
の
起
筆
と
収
筆
の
部
分
を
ト
リ
ミ
ン
グ
し
、
画
の
方

向
に
よ
っ
て
起
筆
と
収
等
を
㊤
上
、
㊤
下
、
㊤
右
、
㊥
左
、
㊧
右
上
、

㊨
左
上
、
㊨
右
下
、
⑭
左
下
の
八
つ
に
グ
ル
ー
プ
分
け
を
し
た
。
蒙

書
体
は
楷
書
体
の
よ
う
に
起
筆
、
収
筆
で
形
が
変
わ
る
こ
と
も
な
く
、

収
筆
に
止
め
、
は
ね
、
払
い
な
ど
の
種
類
も
な
い
た
め
で
あ
る
。
分

類
の
結
果
、
㊤
上
は
二
二
八
、
㊤
下
は
九
一
、
㊤
右
は
七
四
、
㊥
左

は
六
六
、
㊧
右
上
は
一
六
、
㊨
左
上
は
二
六
、
㊧
右
下
は
二
九
、
⑭

左
下
は
六
八
の
起
筆
・
収
等
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
続
い
て
、
全

て
の
画
像
の
輝
度
を
透
明
度
に
変
換
し
、
不
透
明
度
を
五
パ
ー
セ
ン

ト
に
設
定
す
る
(
1
 
3
)
。
た
だ
し
、
e
上
は
画
像
数
が
多
す
ぎ
た
た
め

に
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
、
㊧
右
上
は
画
像
数
が
少
な
す
ぎ
た
た
め
に
一

〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
変
更
す
る
。
そ
し
て
、
方
向
ご
と
で
全
て
の
画
像

を
重
ね
合
わ
せ
る
。
重
ね
合
わ
せ
る
際
は
、
丸
み
の
頂
点
に
あ
た
る

部
分
が
一
致
す
る
よ
う
に
留
意
す
る
。
最
後
に
、
重
ね
合
わ
せ
た
画

像
の
薄
く
な
っ
て
い
る
部
分
と
濃
く
な
っ
て
い
る
部
分
と
境
を
な
ぞ

り
取
り
、
起
筆
・
収
等
の
丸
み
と
す
る
。
(
図
1
)
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四
i
三
　
結
構

四
二
二
二
　
　
「
説
文
解
字
」
と
の
比
較
か
ら
見
る
結
構

「
泰
山
刻
石
」
と
　
「
説
文
解
字
」
に
お
け
る
蒙
書
体
(
以
下
、
説

文
豪
文
と
表
記
す
る
)
を
比
較
し
、
「
泰
山
刻
石
」
の
結
構
上
の
特
徴

を見出す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

「
説
文
解
字
」
　
は
漠
代
の
許
懐
が
著
し
た
中
国
現
存
最
古
の
字
書

で
あ
る
。
比
較
対
象
に
選
ん
だ
理
由
は
二
点
あ
る
。
一
点
目
は
、
研

究
の
対
象
を
主
に
小
袋
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
二
点
目
は
、
漠

代
が
　
「
泰
山
刻
石
」
　
の
建
立
さ
れ
た
秦
代
の
次
の
時
代
だ
か
ら
で
あ

る。

「
泰
山
刻
石
」
と
説
文
豪
文
の
二
つ
の
結
構
を
比
較
し
た
と
き
に
、

異
な
る
部
分
が
「
泰
山
刻
石
」
の
結
構
上
の
特
徴
と
な
る
。
加
え
て
、

「
泰
山
刻
石
」
　
と
説
文
豪
文
の
差
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
で
、
今
後

「
泰
山
刻
石
」
に
な
い
漢
字
の
フ
ォ
ン
ト
を
作
る
際
に
、
「
説
文
解
字
」

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
全
九
三
五
三
字
の
説
文
豪
文
を
ど
の
よ
う
に
変

化
さ
せ
れ
ば
　
「
泰
山
刻
石
」
　
の
結
構
に
な
る
の
か
を
見
出
す
こ
と
が

可
能
と
な
る
。

結
構
を
比
較
す
る
に
あ
た
っ
て
、
「
泰
山
刻
石
」
は
蓑
毛
政
雄
(
二

〇
〇
二
『
天
来
書
院
テ
キ
ス
ト
シ
リ
ー
ズ
4
　
(
中
国
古
代
の
書
4
)

「
泰
山
刻
石
」
　
(
百
納
本
)
』
の
骨
書
(
1
 
4
)
を
、
説
文
豪
文
は
伏
見

神
教
(
一
九
七
七
)
『
角
川
書
道
字
典
』
を
参
照
し
た
。
比
較
対
象
は

二
二
三
幸
中
、
欠
字
・
重
複
す
る
字
・
説
文
豪
文
の
な
い
字
を
除
い

た
一
二
一
字
で
あ
る
。

ま
ず
、
「
泰
山
刻
石
」
の
結
構
と
説
文
豪
文
の
結
構
を
比
較
し
、
差

異
の
あ
る
点
を
列
挙
す
る
。
次
に
、
当
該
の
差
異
を
㊤
水
平
・
垂
直

化
　
㊤
曲
線
化
　
㊤
バ
ラ
ン
ス
変
化
　
㊥
変
化
な
し
の
四
つ
の
グ
ル

ー
プ
に
分
け
る
。
e
水
平
・
垂
直
化
と
は
、
例
え
ば
「
明
」
　
(
七
)
　
の

三
面
目
、
四
面
目
、
五
面
目
の
よ
う
に
、
説
文
豪
文
で
は
曲
線
と
な

っ
て
い
る
も
の
に
対
し
、
「
泰
山
刻
石
」
で
は
水
平
・
垂
直
な
線
に
し

て
い
る
も
の
を
言
う
。
㊤
曲
線
化
と
は
、
例
え
ば
「
位
(
立
)
」
(
四
)

の
一
画
目
、
二
面
目
の
よ
う
に
、
説
文
豪
文
で
は
直
線
と
な
っ
て
い

る
も
の
に
対
し
、
「
泰
山
刻
石
」
で
は
曲
線
に
し
て
い
る
も
の
を
言
う
。

㊧
バ
ラ
ン
ス
変
化
と
は
、
例
え
ば
「
制
」
(
六
)
　
の
よ
う
に
、
画
数
や

画
の
方
向
な
ど
に
差
は
な
い
が
、
説
文
繁
文
は
左
右
部
を
同
じ
高
さ

に
し
て
い
る
も
の
に
対
し
、
「
泰
山
刻
石
」
で
は
石
部
を
友
部
よ
り
も

短
く
し
て
い
か
も
の
な
ど
を
言
う
。
㊥
変
化
な
し
と
は
、
例
え
ば
「
不
」

(
二
二
)
　
の
よ
う
に
、
画
数
や
画
の
方
向
な
ど
に
差
異
が
な
く
、
外

形
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
で
、
説
文
纂
文
と
　
「
泰
山
刻
石
」
と
が
同
様

の
結
構
に
な
る
も
の
を
言
う
。
な
お
、
外
形
に
つ
い
て
は
既
に
明
ら

か
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
扱
わ
な
い
。
最
後
に
、
「
泰
山
刻

石
」
　
の
変
化
を
⑦
簡
略
、
㊥
複
雑
、
㊨
変
化
な
し
、
の
三
項
目
に
分

け
る
。
④
簡
略
と
は
、
例
え
ば
「
徳
」
(
四
八
)
　
の
よ
う
に
画
を
減
ら

し
た
り
水
平
・
垂
直
化
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
説
文
豪
文
よ

り
も
　
「
泰
山
刻
石
」
　
の
結
構
が
簡
略
に
な
っ
た
も
の
を
言
う
。
㊥
複



雑
と
は
、
例
え
ば
「
弦
」
(
三
〇
)
　
の
よ
う
に
画
を
曲
線
に
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
説
文
案
文
よ
り
も
　
「
泰
山
刻
石
」
　
の
結
構
が
複
雑
に
な

っ
た
も
の
を
言
う
。
㊧
変
化
な
し
と
は
、
例
え
ば
「
廿
」
　
(
一
三
)
　
の

よ
う
に
縦
横
比
を
変
化
さ
せ
れ
ば
結
構
が
同
様
と
な
る
の
で
簡
略
に

も
複
雑
に
も
な
っ
て
い
な
い
も
の
を
言
う
。
ま
た
、
「
成
」
二
〇
五
)

の
よ
う
に
バ
ラ
ン
ス
が
変
化
し
て
い
る
が
、
簡
略
に
も
複
雑
に
も
な

ら
な
い
も
の
を
言
う
。

分
類
結
果
は
、
④
簡
略
が
六
四
字
、
㊥
複
雑
が
三
一
字
、
㊨
変
化

な
し
が
二
六
字
と
な
っ
た
。
④
簡
略
は
比
較
対
象
の
五
二
パ
ー
セ
ン

ト
を
占
め
て
い
る
。
④
簡
略
の
六
四
字
中
五
六
字
　
(
八
七
.
五
パ
ー

セ
ン
ト
)
　
が
㊤
水
平
・
垂
直
化
で
あ
る
。
更
に
、
五
六
字
中
三
八
字

(
約
六
七
.
九
パ
ー
セ
ン
ト
)
　
が
一
〇
両
以
上
で
あ
る
。
ま
た
、
㊥

複
雑
で
は
三
一
車
中
二
三
字
　
(
約
七
四
.
二
パ
ー
セ
ン
ト
)
　
が
㊤
曲

線
化
で
あ
る
。
加
え
て
、
二
三
車
中
一
四
字
　
(
約
六
〇
.
九
パ
ー
セ

ン
ト
)
　
が
九
画
以
下
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
「
泰
山
刻
石
」
は
、
一
〇
回
以
上
の
字
は
画

を
水
平
・
垂
直
化
し
簡
略
な
結
構
に
し
て
お
り
、
九
回
以
下
の
字
は

画
を
曲
線
化
し
複
雑
な
結
構
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

四
二
二
i
二
　
文
献
か
ら
見
る
結
構

文
献
で
既
に
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
　
「
泰
山
刻
石
」
　
の
結
構
の
特

徴
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。
特
徴
は
大
き
く
三
点
記
さ
れ
て
い
る
。
一

点
目
は
左
右
相
称
、
二
点
目
は
分
間
布
白
、
三
点
目
は
字
の
下
部
の

ゆ
と
り
で
あ
る
。
た
だ
し
、
引
用
文
中
の
(
英
数
字
)
は
論
者
に
よ
る
。

一
点
目
‥
左
右
相
称

字
の
中
心
に
縦
線
を
引
い
て
見
て
く
だ
さ
い
。
左
右
相
称

な
の
が
よ
く
理
解
で
き
ま
す
。
人
間
が
正
面
を
向
い
て
立

っ
て
い
る
姿
を
思
わ
せ
る
実
に
堂
々
と
し
た
、
均
整
な
構

成
を
と
っ
て
い
ま
す
。

『
書
学
大
系
Ⅱ
*
碑
法
帖
篇
第
一
巻
　
李
斯
小
袋
』
六
七
頁

小
繋
の
構
造
の
原
則
は
、
す
な
わ
ち
左
右
相
称
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

『
書
道
技
法
講
座
(
蒙
書
)
　
泰
山
・
郵
邪
台
刻
石
』
一
五
頁

小
繋
は
筆
画
を
水
平
垂
直
に
書
き
、
左
右
相
称
形
を
と
る

も
の
が
多
い
。
泰
山
刻
石
の
　
「
皇
・
帝
・
位
(
立
)
二
ハ
・

不
」
な
ど
の
字
が
そ
う
で
あ
り
、
均
整
が
と
れ
て
揺
る
ぎ

の
な
い
ど
っ
し
り
と
し
た
姿
を
し
て
い
る
。

『
天
来
書
院
テ
キ
ス
ト
シ
リ
ー
ズ
4
(
中
国
古
代
の
書
4
)
「
泰
山
刻

石
」
　
(
百
納
本
)
』
三
五
真

二
点
目
白
分
間
布
目

「
体
」
、
「
靡
」
な
ど
の
複
雑
な
字
の
点
画
の
組
み
立
て
は
、



空
間
処
理
が
巧
み
で
一
分
の
す
き
も
見
せ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

縦
画
に
交
差
し
て
く
る
横
面
が
画
角
に
接
し
て
、
縦
に
お

こ
な
わ
れ
て
い
る
平
均
的
分
割
が
横
に
も
お
こ
な
わ
れ
、

分
間
布
白
が
正
確
で
緊
張
感
を
一
層
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。

『
書
学
大
系
Ⅱ
*
碑
法
帖
篇
第
一
巻
　
李
斯
小
繋
』
六
九
頁

(
前
略
)
た
だ
蒙
書
と
し
て
き
ち
ん
と
整
い
、
上
下
左
右

の
筆
画
が
等
間
隔
に
な
る
よ
う
に
つ
と
め
て
、
筆
画
が
不

自
然
に
硬
直
し
な
い
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
。
(
1
5
)

『
書
道
技
法
講
座
　
(
蒙
書
)
　
泰
山
・
郵
邪
台
刻
石
』
七
三
頁

隷
書
・
楷
書
も
そ
う
で
あ
る
が
、
構
築
性
の
あ
る
書
体
は

み
な
分
間
　
(
筆
画
と
筆
画
と
の
間
、
空
間
)
　
を
等
し
く
す

る
の
が
原
則
で
あ
る
。
泰
山
刻
石
は
特
に
同
じ
太
さ
の
線

で
左
右
相
称
形
を
と
る
た
め
、
こ
の
十
分
間
を
等
し
く
す

る
」
　
と
い
う
こ
と
が
重
要
に
な
る
。

『
天
来
書
院
テ
キ
ス
ト
シ
リ
ー
ズ
4
(
中
国
古
代
の
書
4
)
「
泰
山
刻

石
」
　
(
百
納
本
)
』
三
五
頁

三
点
白
い
字
の
下
部
の
ゆ
と
り

文
字
の
中
心
に
横
線
を
引
い
て
、
上
部
と
下
部
に
わ
け
て

見
て
く
だ
さ
い
。
下
半
分
の
ゆ
と
り
の
あ
る
空
間
が
、
こ

れ
ら
の
文
字
の
縦
長
の
結
構
を
さ
さ
え
て
、
上
か
ら
下
へ

と
書
か
れ
る
筆
線
と
は
逆
に
、
全
体
と
し
て
は
、
上
部
へ

の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
動
き
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

『
書
学
大
系
Ⅱ
*
碑
法
帖
篇
第
一
巻
　
李
斯
小
袋
』
六
七
頁

小
袋
は
書
風
の
特
徴
で
述
べ
た
よ
う
に
悠
揚
と
し
た
威
厳

を
保
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
因
は
、
字
の
下
半
分
の
充
実

し
た
線
の
魅
力
と
こ
の
中
心
点
(
1
6
)
が
常
に
き
ま
っ
た

位
置
に
あ
る
か
ら
で
す
。

「
立
」
　
「
去
」
　
「
干
」
　
「
昧
」
　
の
字
で
見
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に

大
分
上
の
方
で
す
。
「
昧
」
の
よ
う
に
偏
と
努
の
字
は
分
け

て
考
え
る
と
書
き
や
す
い
で
し
ょ
う
。

『
書
学
大
系
Ⅱ
*
碑
法
帖
篇
第
一
巻
　
李
斯
小
繋
』
七
一
頁
・
七
二
頁

蒙
書
は
も
と
も
と
縦
長
の
字
形
で
書
か
れ
て
い
た
が
、
小

袋
は
そ
れ
を
さ
ら
に
洗
練
し
、
文
字
の
重
心
を
上
に
つ
り

上
げ
て
脚
を
長
く
し
た
美
し
い
ス
タ
イ
ル
を
作
っ
て
い
る
。

『
天
来
書
院
テ
キ
ス
ト
シ
リ
ー
ズ
4
(
中
国
古
代
の
書
4
)
「
泰
山
刻

石
」
(
百
納
本
)
』
三
五
頁

以
上
、
三
点
を
　
「
泰
山
刻
石
」
　
の
結
構
の
特
徴
に
加
え
る
。



四
~
四
　
字
間

蒙
書
体
は
外
形
が
統
一
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
楷
書
体
や
行

書
体
よ
り
も
字
間
が
統
一
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
「
泰
山
刻
石
」
の
字
間

を
算
出
す
る
。
本
論
文
で
は
、
字
間
を
上
部
の
字
の
最
も
下
辺
と
な

る
画
か
ら
下
部
の
字
の
最
も
上
辺
と
な
る
画
と
の
間
と
し
て
測
り
取

る。

二
二
二
の
字
間
か
ら
測
り
取
れ
な
か
っ
た
も
の
を
除
き
、
七
九
の

字
間
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
を
平
均
化
す
る
と
、
約
二
七
二
.

五
ピ
ク
セ
ル
と
な
る
。
字
間
の
平
均
値
を
、
外
形
の
縦
の
長
さ
の
平

均
で
割
る
と
、
商
は
約
〇
.
三
で
あ
る
。
ま
た
、
各
字
間
を
外
形
の

縦
の
長
さ
の
平
均
で
割
り
、
小
数
第
二
位
で
四
捨
五
入
し
た
も
の
を

平
均
化
す
る
と
、
約
〇
.
三
に
な
る
。

よ
っ
て
、
フ
ォ
ン
ト
を
制
作
す
る
際
に
は
、
外
形
の
縦
の
長
さ
に

〇
.
三
を
か
け
、
取
る
べ
き
字
間
を
算
出
す
る
。

な
お
、
本
論
文
で
は
分
析
対
象
を
全
拓
で
は
な
く
法
帖
と
し
た
た

め
、
行
間
を
測
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

五
　
サ
ン
プ
ル
制
作

こ
こ
ま
で
明
ら
か
と
し
て
き
た
　
「
泰
山
刻
石
」
　
の
特
徴
を
備
え
て

い
る
字
を
選
出
し
、
サ
ン
プ
ル
と
し
て
実
際
に
フ
ォ
ン
ト
化
す
る
。

例
え
ば
、
楷
書
体
や
行
書
体
な
ど
の
フ
ォ
ン
ト
で
は
、
サ
ン
プ
ル

と
し
て
「
永
」
「
光
」
「
式
」
　
の
三
字
が
作
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ

れ
は
、
基
本
点
画
が
多
く
含
ま
れ
る
「
永
」
　
の
永
字
八
法
(
1
 
7
)
に

加
え
、
「
光
」
　
「
式
」
　
に
よ
り
曲
が
り
や
反
り
、
右
上
払
い
の
点
画
を

三
字
だ
け
で
網
羅
で
き
る
こ
と
が
理
由
に
挙
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、

「
永
」
　
「
光
」
　
「
式
」
は
全
て
単
独
文
字
(
1
 
8
)
で
あ
り
、
結
構
が
複

雑
で
な
い
こ
と
も
理
由
の
一
つ
で
あ
る
。

本
論
文
で
も
こ
れ
ら
の
条
件
に
倣
い
、
サ
ン
プ
ル
と
し
て
制
作
す

る
字
を
選
出
す
る
条
件
を
定
め
る
。
ま
ず
、
蒙
書
体
は
基
本
点
画
が

な
い
た
め
、
起
筆
・
収
筆
が
上
・
下
・
右
・
左
・
右
上
・
左
上
・
右

下
・
左
下
の
八
方
向
あ
る
も
の
を
第
一
の
条
件
と
す
る
。
次
に
、
九

回
以
下
と
十
画
以
上
で
は
外
形
や
結
構
が
異
な
る
の
で
、
九
両
以
下

の
字
と
十
画
以
上
の
字
を
そ
れ
ぞ
れ
選
出
す
る
こ
と
を
第
二
の
条
件

と
す
る
。
さ
ら
に
、
説
文
撰
文
を
参
考
に
結
構
を
作
る
た
め
、
説
文

豪
文
に
あ
る
字
を
第
三
の
条
件
と
す
る
。
最
後
に
、
結
構
が
複
雑
で

な
い
単
独
文
字
を
第
四
の
条
件
と
す
る
。

以
上
、
四
つ
の
条
件
を
満
た
す
も
の
と
し
て
、
九
画
以
下
の
字
は

「
米
」
「
南
」
、
十
画
以
上
の
字
は
「
爾
」
「
馨
」
が
該
当
す
る
。
な
お
、

画
数
は
　
「
泰
山
刻
石
」
　
の
書
き
方
を
も
と
に
蒙
書
体
の
も
の
で
数
え

た。
制
作
は
、
A
3
パ
ネ
ル
　
(
二
九
七
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
×
四
二
〇
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
)
　
に
ケ
ン
ト
紙
を
水
張
り
し
た
も
の
に
行
う
。
パ
ネ
ル
を

縦
長
に
使
い
、
一
行
書
き
の
体
裁
で
四
字
を
配
置
す
る
。
外
形
の
横

を
五
〇
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
で
取
る
。
九
画
以
下
の
字
の
外
形
の
縦
は
七

〇
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
一
〇
画
以
上
の
字
の
外
形
の
縦
は
七
五
ミ
リ
メ
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ー
ト
ル
、
字
間
は
二
二
、
ヘ
リ
メ
ー
ト
ル
と
な
る
。
画
の
太
さ
は
約
三
.

八
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
と
な
る
の
で
、
四
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
と
す
る
。
起
筆
・

収
筆
は
画
の
太
さ
に
合
わ
せ
て
拡
大
・
縮
小
す
る
。

五
-
一
　
サ
ン
プ
ル
　
「
米
」
　
「
南
」
　
「
爾
」
　
「
馨
」

「
米
」
　
は
九
回
以
下
の
字
な
の
で
、
外
形
の
縦
は
七
〇
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
と
な
る
。
結
構
は
、
三
画
目
・
四
画
目
・
五
・
六
画
目
を
曲
化

さ
せ
る
。
そ
の
他
は
、
分
間
布
白
と
字
の
下
部
の
ゆ
と
り
に
留
意
す

る。

「
南
」
　
は
九
回
以
下
の
字
な
の
で
、
外
形
の
縦
は
七
〇
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
と
な
る
。
結
構
は
、
字
の
上
部
に
高
さ
を
持
た
せ
ず
、
幅
を
字

の
下
部
と
揃
え
る
よ
う
に
す
る
。
そ
の
他
は
、
分
間
布
目
と
字
の
下

部
の
ゆ
と
り
に
留
意
す
る
。

「
爾
」
　
は
一
〇
回
以
上
の
字
な
の
で
、
外
形
の
縦
は
七
五
ミ
リ
メ

ー
ト
ル
と
な
る
。
結
構
は
、
二
画
目
を
水
平
化
さ
せ
る
。
そ
の
他
は
、

分
間
布
目
と
下
部
の
ゆ
と
り
に
留
意
す
る
。

「
播
」
　
は
一
〇
回
以
上
の
字
な
の
で
、
外
形
は
五
〇
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
×
七
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
と
な
る
。
結
構
は
、
冠
部
に
高
さ
を
持
た

せ
ず
、
幅
を
脚
部
と
差
を
付
け
な
い
よ
う
に
す
る
。
そ
の
他
は
、
分

間
布
白
と
下
部
の
ゆ
と
り
に
留
意
す
る
。

六
　
「
泰
山
刻
石
」
　
フ
・
オ
ン
ト

本
論
文
の
目
的
は
、
「
泰
山
刻
石
」
フ
ォ
ン
ト
の
サ
ン
プ
ル
を
制
作

す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
研
究
の
成
果
と
し
て
、
「
泰
山
刻
石
」
を
外
形
、

画
の
太
さ
、
起
筆
・
収
筆
の
丸
み
、
結
構
、
字
間
の
五
つ
の
観
点
か

ら
分
析
し
、
フ
ォ
ン
ト
の
サ
ン
プ
ル
を
制
作
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

(
図
2
)

…
蒲
〕
箇
繭
開
国

本
論
文
で
は
、
以
下
の
二
点
が
課
題
と
し
て
残
る
。

ま
ず
一
点
目
は
、
分
析
の
方
法
が
精
度
に
欠
け
る
こ
と
で
あ
る
。

本
論
文
内
で
、
論
者
の
感
覚
に
よ
り
左
右
さ
れ
る
分
析
方
法
が
見
ら

れ
た
。
例
え
ば
、
起
筆
・
収
筆
の
丸
み
を
分
析
す
る
際
の
画
像
の
重

ね
合
わ
せ
方
や
、
結
構
を
比
較
し
変
化
を
簡
略
・
複
雑
・
変
化
な
し



劃

に
分
類
す
る
基
準
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
、
よ
り
客
観
的
な
分
析

方
法
、
数
値
で
表
さ
れ
る
結
果
が
求
め
ら
れ
る
。

次
に
二
点
目
は
、
制
作
し
た
サ
ン
プ
ル
が
少
な
い
こ
と
で
あ
る
。

本
論
文
で
明
ら
か
と
な
っ
た
「
泰
山
刻
石
」
　
の
特
徴
を
最
低
限
備
え

て
い
る
四
字
を
選
出
し
た
が
、
フ
ォ
ン
ト
の
実
用
化
の
た
め
に
は
よ

り
多
く
の
サ
ン
プ
ル
が
求
め
ら
れ
る
。
今
回
は
、
偶
然
に
も
結
構
の

特
徴
の
一
つ
で
あ
る
、
左
右
相
称
の
字
ば
か
り
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

「
泰
山
刻
石
」
　
の
中
に
は
左
右
相
称
で
な
い
字
も
あ
る
。
そ
の
点
を

考
慮
し
、
今
後
は
左
右
非
相
称
の
字
を
制
作
す
る
必
要
が
あ
る
。

【注】(
1
)
土
屋
貴
幸
二
戸
塚
乗
車
(
二
〇
〇
七
)
「
毛
筆
に
よ
る
筆
跡
・
運
筆
を
強

調
し
た
デ
ジ
タ
ル
明
朝
漢
体
の
設
計
」
　
(
『
デ
ザ
イ
ン
学
研
究
、
研
究
発
表
大
会

概
要
集
』
5
4
　
日
本
デ
ザ
イ
ン
学
会
　
三
三
〇
i
三
三
一
貫
)

(
2
)
例
え
ば
、
横
面
収
筆
部
に
施
さ
れ
て
い
る
三
角
形
の
よ
う
に
、
明
朝
体

に
見
ら
れ
る
デ
ザ
イ
ン
の
こ
と

(
3
)
前
掲
蕾

(
4
)
王
。
n
t
n
a
V
ま
ま
や
へ
ま
n
七
n
a
舌
j
p
宇
d
の
質
a
S
p
諾
(
二
〇
一
六
年

一
月
二
三
日
閲
覧
)

(
5
)
　
公
文
哲
に
お
い
て
は
各
地
の
字
で
は
な
く
統
一
の
字
を
使
う

(
6
)
　
小
西
憲
一
(
二
〇
〇
〇
)
　
「
「
泰
山
刻
石
」
　
の
全
文
文
字
数
に
つ
い
て
」

(
『
香
川
国
文
研
究
』
二
五
号
　
香
川
国
文
学
会
一
〇
七
・
二
〇
頁
)

(

7

)

エ

プ

ソ

ン

社

　

E

P

S

O

N

6

4

F

O

2

D

(

E

P

i

8

0

6

S

e

J

i

e
 
S
)
(
8
)
挿
木
秀
樹
・
武
田
卓
也
(
二
〇
〇
六
)
「
枠
内
蔑
字
に
お
け
る
漢
字
の
大

き
さ
の
統
一
感
に
関
わ
る
要
素
」
(
『
書
写
華
道
教
育
研
究
』
2
〇
号
　
全
国
大

学
書
写
書
道
教
育
学
会
一
一
・
一
九
頁
)

(

9

)

　

M

i

 

C

 

r

 

O

 

S

 

O

I

t

 

O

I

土

工

C

 

e

 

P

 

r

 

O

f

 

e

 

S

 

S

・

1

0

n

(
‖
)
一
〇
〇
〇
ピ
ク
セ
ル
=
約
八
・
五
セ
ン
チ
　
(
三
〇
〇
d
p
主
の
場
合
)

(
‖
)
前
掲
蕾

(
1
 
2
)
本
給
で
は
、
漢
字
に
お
い
て
一
筆
で
書
く
線
、
そ
れ
に
加
え
点
の
こ
と

も
含
め
て
言
う

(
1
 
3
)
　
以
降
の
操
作
は
、
P
a
ま
n
t
 
T
○
○
1
　
S
A
工
を
使
用
し
た

(
1
 
4
)
　
文
字
の
骨
格
を
ペ
ン
蒔
き
に
し
た
も
の

(
1
 
5
)
　
「
瑚
邪
台
刻
石
」
　
に
関
す
る
記
述

(
1
 
6
)
　
人
間
で
い
え
ば
へ
そ
の
よ
う
な
、
そ
の
文
字
の
中
心
と
な
る
点
。

『
蕾
学
大
系
Ⅱ
*
碑
法
帖
篇
第
一
巻
　
李
斯
小
袋
』
七
一
貫
・
七
二
頁

(
‖
)
側
(
そ
く
)
、
勒
(
ろ
く
)
、
脅
(
ど
)
、
超
(
て
き
)
、
策
(
さ
く
)
、

掠
(
り
や
く
)
、
稀
(
た
く
)
、
礫
(
た
く
)
　
の
八
つ
を
指
す

(
1
 
8
)
構
造
上
二
つ
以
上
の
部
分
に
分
け
ら
れ
な
い
文
字
(
基
本
形
)

『
明
解
　
蕾
写
教
育
　
増
櫛
新
訂
版
』
八
〇
頁

【
参
考
文
献
】

(
一
九
五
九
)
『
《
書
跡
名
品
叢
刊
)
-
第
一
集
・
第
十
四
回
配
本
・
(
秦
・
泰
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山
・
軸
邪
台
刻
石
)
』
株
式
会
社
二
玄
社

(
一
九
八
八
)
『
中
国
法
曹
ガ
イ
ド
　
2
　
石
鼓
文
/
泰
山
刻
石
　
周
・
秦
』
株

式
会
社
二
玄
社

二
九
八
八
)
『
中
国
法
哲
選
　
2
　
石
鼓
文
/
泰
山
刻
石
　
周
・
察
』
株
式
会

社
二
玄
社

相
澤
正
夫
(
二
〇
一
五
)
『
墨
2
0
1
5
年
9
・
1
0
月
号
通
巻
2
3
6
号
』
株

式
会
社
芸
術
新
聞
社

赤
平
泰
処
・
田
上
恵
一
・
萩
信
雄
二
九
八
七
)
『
膏
学
大
系
Ⅱ
*
碑
法
帖
筋
第

一
巻
　
李
斯
小
繋
』
株
式
会
社
同
朋
舎
出
版

飯
山
三
九
郎
　
(
一
九
九
二
)
『
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
韓
芸
術
全
集
第
二
巻
秦
・
漢
I
』

雄
山
閣
出
版
株
式
会
社

押
木
秀
樹
・
武
田
卓
也
(
二
〇
〇
六
)
「
枠
内
苦
手
に
お
け
る
漢
字
の
大
き
さ
の

統
一
感
に
関
わ
る
要
素
」
　
(
『
番
写
書
道
教
育
研
究
』
2
0
号
　
全
国
大
学
哲
写

密
通
教
育
学
会
一
一
・
一
九
頁
)

北
側
博
那
(
一
九
九
七
)
『
新
編
　
襲
曹
基
本
叢
醇
　
三
　
泰
山
刻
石
』
雄
山
閣

出
版
株
式
会
社

小
西
憲
一
(
二
〇
〇
〇
)
　
「
『
泰
山
刻
石
』
の
全
文
文
字
数
に
つ
い
て
」
　
(
『
香
川

国
文
研
究
』
二
五
号
　
香
川
国
文
学
会
一
〇
七
・
一
一
〇
頁
)

下
車
邦
彦
(
一
九
六
五
)
『
書
道
全
集
第
一
巻
』
株
式
会
社
平
凡
社

全
国
大
学
書
写
善
道
教
育
学
会
(
二
〇
一
〇
)
『
明
解
　
替
写
教
育
　
増
補
新
訂

版
』
株
式
会
社
菅
原
蜜
房

曽
紹
茶
(
一
九
七
九
)
『
書
道
技
法
諦
座
(
錬
膏
)
泰
山
・
軸
邪
台
刻
石
』
株
式

会
社
二
玄
社

台
東
区
立
哲
道
博
物
館
蔵
『
李
斯
・
泰
山
刻
石
~
百
六
十
五
年
本
章
　
(
宋
拓
)
』

土
屋
貴
幸
二
戸
塚
泰
幸
(
二
〇
〇
七
)
　
「
毛
筆
に
よ
る
筆
跡
・
運
笹
を
強
調
し
た

デ
ジ
タ
ル
明
朝
漠
体
の
設
計
」
(
『
デ
ザ
イ
ン
学
研
究
、
研
究
発
表
大
会
概
要
集
』

5
4
　
日
本
デ
ザ
イ
ン
学
会
　
三
三
〇
・
三
三
一
貫
)

中
村
不
折
・
高
田
竹
山
(
一
九
三
四
)
「
『
泰
山
刻
石
』
百
六
十
手
本
鑑
眞
」
(
『
膏

道
』
第
三
巻
七
号
　
泰
東
雷
通
院
　
四
八
・
五
十
頁
)

嚢
毛
政
雄
(
二
〇
〇
二
『
天
来
書
院
テ
キ
ス
ト
シ
リ
ー
ズ
4
(
中
国
古
代
の
督

4
)
　
「
泰
山
刻
石
」
　
(
百
納
本
)
』
天
来
書
院

(
み
ず
こ
し
　
ゆ
う
　
松
本
市
立
丸
ノ
内
中
学
校
)


